
 

 

 

 

★活動内容★ 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

   

 

1 

絵画あそび 

 

 

持ち物：スモック 

2 

運動あそび 

3 
水あそび 

 
 
 
 

持ち物：着替え、
サンダル、帽子 

5 

制作あそび（七夕） 

 

 

持ち物：スモック 

6 

制作あそび（七夕） 

 

 

持ち物：スモック 

7 

運動あそび 

 

 

 

 

 

      手指あそび 

8 
水あそび 

 
 
 
 

持ち物：着替え、
サンダル、帽子 

9 

音楽あそび 

10 

課題あそび 

12 

運動あそび 

13 
水あそび 

 
 
 
 

持ち物：着替え、
サンダル、帽子 

14 

音楽あそび 

15 

運動あそび 

 

 

 

 

 

      手指あそび 

16 

課題あそび 

 
 
 
 

17 

絵画あそび 

 
 

 
持ち物：スモック 

19 

音楽あそび 

20 

課題あそび 

21 

絵画あそび 

 

 

持ち物：スモック 

22 23 24 

手指あそび 

26 
避難訓練（防犯） 
運動あそび 

 
 
 
 
 

27 
絵画あそび 

 
 
 
 

持ち物：スモック 

28 

お楽しみ活動 

29 

お楽しみ活動 

30 

水あそび 

 

 

持ち物：着替え、

サンダル、帽子 

31 

音楽あそび 

 

 

公認心理師の来所日 

3日（土）、7日（水）、15日（木）、20日（火）、31日（土） 

言語聴覚士の来所日 

8日（木）、9日（金）、12日（月）、13日（火）、17日（土） 

19日（月）、21日（水）、24日（土）、27日（火）、28日（水） 

理学療法士の来所日 

2日（金）、5日（月）、17日（土）、29日（木） 

今月の活動 

水あそび… ７階のソラニワで水遊びをします。水
の感触や友だちとのふれあいを楽し
めるようにします。 

 
絵画遊び… フィンガーペインティングをします。指

に絵の具を付けて、画用紙に直線や
曲線、さまざまな模様を描いて遊び
ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 水あそびについて 
7～8 月は、感触あそびの一環として、ソラニワで水あそ

びを楽しみます。 
内容としては、ビニールプールの周りで、水鉄砲や洗面器

などの道具を使ったあそびが主になります。 
活動が「水遊びの日は、濡れてもよい服装、帽子、サンダ

ルで登園してください。また、持たせ間違いがないよう、持
ち物には名前のご記入をよろしくお願い致します。 
・必要な物：着替え（シャツ、ズボン、肌着、パンツ等）、バス
タオル、サンダル、帽子 
 
持ち物について 

たくさんの子どもたちがセルクで過ごします。持たせ間違い
がないようにすべての持ち物に名前のご記入をお願いしま
す。また、名前の記入のないものは原則として、こちらで名
前を書かせて頂きますのでご了承ください。 
 

 
 
保育所等訪問支援について 

現在、希望があった方を対象に幼稚園・保育園とやりとりを
行い、日程を調整しております。日程が決まり次第、保護者
の方にお知らせさせて頂きます。 
 尚、職員配置の都合などにより支給通りに実施できないこ
ともありますので、ご了承ください。 
 
  
 
職員について 

この度、結婚し「宅間愛莉」から「岩下愛莉」となりましたの
で、お知らせ致します。 

歩路・希路・セルク・トリア児童発達支援合同保護者会 

 4 月 30 日（金）地域生活支援センターあさひが丘にて、歩路・希路・セルク・トリア合同保護者会を開催し、

歩路：16 家族 19 名、希路：5 家族 5 名、セルク：7 家族 10 名、トリア：9 家族 10 名 合計 37 家族 44 名の参加

がありました。 

今回は、鹿児島市教育委員会学校教育課川田氏に、「特別な支援を必要とする子供の教育」というテーマで講話

をしていただきました。講話の中では、就学先決定までの流れや学校の種別(通常学級、特別支援学級、特別支援

学級、通級指導教室)、就学教育相談とはどういったものなのかについて、川田氏の体験談を交えながら話をして

いただきました。参加された保護者からは、「小学校へ上がる仕組みについて知ることができてよかった。」「特

別支援学校、支援学級、通級指導教室の違いについて、大変分かりやすい説明だった。」などの感想も聞かれまし

た。今後も保護者のみなさまと共にお子さまの成長を喜び合えるよう、日々の子育てや就園・就学に向けてのサ

ポートに努めていきたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


